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先
週
、
先
々
週
と
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ュ
ー
ス
に
載

せ
た
写
真
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、
印
刷
す
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と
真
っ
黒

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
原
稿
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作
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写
真
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き
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工
夫
は
し
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。
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。
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れ
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。
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れ
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。
ど
の
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？
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明
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で
す
。
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原稿づくり

臨時議会が開かれました

副市長の人事案件に反対

中村あさと議員のあいさつ

補欠選挙において市民の皆様に選出して頂きました。中村あ

さとです。

私はこれまで、日本共産党市会議員議員団の事務局の活動な

どを通じて、様々な負担が市民生活にのしかかっていると実感

しました。福祉を充実し、暮らしを支える市政を目指したいと

思います。

また、所得の増加は必ず地域経済の活性化に大きな役割を果

たすと思います。市民の皆様の暮らしを支える仕事に力を尽く

す決意を述べ、ご挨拶に変えさせて頂きます。

９月８日（月）臨時議会が開かれました。市長から所信表明が行われ、自動

車事故損害賠償など市長専決事項5件の報告と、監査委員、人事委員会委員、

副市長の選任の同意を求める議案が出されました。

８月の補欠選挙で当選した中村あさと議員があいさつしました。

市が新しい副市長に国の職員の選任を求めたことについて、日本共産党議員

団を代表して森下議員が質疑を行いました。「国の職員でなければならない必

要性はなく、むしろ国の政治の影響を色濃く受けるという点が危惧される。今
は市の自主性・主体性を発揮し人を育てることが求められている。地方自治・

地方分権のあり方としてどうか。」との質疑に市は、「市に副市長としての職

責を担える人材が育ってきている」と答えながらも、国との連携にこだわりま

した。日本共産党議員団は、副市長には市の人材をとの考えから反対しました。
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こんにちはかとう直人です

和
歌
山
県
政
全
体
に
わ
た
っ
て
県
当
局
と

の
話
し
合
う
会
が
今
年
も
開
か
れ
た
。
申
し

入
れ
る
の
は
、
労
働
組
合
や
市
民
団
体
な
ど

の
実
行
委
員
会
。

障
害
児
の
母
親
が
保
育
、
療
育
の
充
実
を

訴
え
る
が
、
県
担
当
者
の
回
答
は
昨
年
同
様

「
予
算
が
厳
し
い
」
「
県
単
独
事
業
は
で
き

な
い
」
と
通
り
一
遍
。

母
親
た
ち
は
子
ら
の

迎
え
の
時
間
を
気
に

し
つ
つ
も
味
気
な
い

返
答
に
失
望
を
抱
い

た
の
で
は
な
い
か
。

障
害
対
応
へ
の
感
性

が
あ
れ
ば
要
望
す
べ
て
と
言
わ
ず
と
も
歩
み

寄
る
方
策
を
ひ
ね
り
出
す
姿
勢
、
後
日
再
協

議
を
く
ら
い
は
ど
う
し
て
言
え
な
い
？
な
ぜ

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
を
切
に
要
望
し
て

い
る
か
、
子
ど
も
た
ち
の
歯
科
治
療
が
後
手

に
さ
れ
て
い
く
事
実
を
じ
ゅ
ん
じ
ゅ
ん
と
説

く
新
婦
人
の
方
の
話
に
は
担
当
者
も
傾
聴
し

て
い
た
。

県
担
当
者
の
真
の
役
割
は
県
民
の
福
祉
の

向
上
め
ざ
し
県
上
層
部
、
国
へ
届
け
き
る
知

恵
を
ひ
ね
り
出
す
こ
と
で
あ
っ
て
、
県
を
代

表
し
て
「
相
成
ら
ん
」
と
む
げ
な
顔
を
す
る

こ
と
で
は
な
い
。
ま
し
て
予
算
の
範
囲
で
カ
ッ

ト
す
る
答
な
ど
し
て
ほ
し
く
な
い
。

わかやま住民要求研究集会
2014年9月27日（土）
全体集会① 10：00 ～ 12：20
記念講演 中山 徹 氏
（奈良女子大学生活環境部教授・

大阪自治体問題研究所副理事長）

「人口減少社会における自治体政策」

分科会 13：10 ～ 16：20
全体集会② 16：30 ～ 17：00

和歌山県民文化会館（３Ｆ特設会議室）
参加費 1000円

寄せられた相談から－

「紀和駅の下の通路で、直進で
きるかと思ったらロープが張っ
てあって自転車で怖い思いをし
たよ。」というお話がありました。
早速現地を見てみると、確かにロー

プが張ってあります。担当する課に

聞くと、

市「エレベーターのある所は駅の構

内で、自転車で入る所じゃないです

よ」

松「手前に自転車置き場があって、

その通路から北側へ抜けようとする

のは、自然な流れでしょう？」

市「とにかく現地を見ます」

松「怖い思いをした人がいるのだか

ら、けが人が出る前に対応策をとる

ように」と、要請しました。

ちなみに、公園の完成は来年度末2

016年３月の予定だということです。

身の回りのどんなことでも結構です。

お気軽にご相談ください。

０９０－１７０２－７３１０

（松坂携帯）

４０２－１６２２（相談所）

４３５－１１１３（共産党市議団）

分科会
①子育て・教育
５階大会議室

②医療・福祉・介護
３階特設会議室

③産業・経済・町づくり
４階４０３会議室

④防災
６階特別会議室

⑤環境・住民運動
４階中会議室


